
                                                          

    

職
場
に
充
満
す
る 

「
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
怒
り
の
声 

 

学
校
現
場
へ
の
様
々
な
悪
影
響
を
危
惧
し
た

多
く
の
教
職
員
の
反
対
を
押
し
切
り
、「
教
職
員

の
評
価
・
育
成
シ
ス
テ
ム
」（
以
下
、
「
シ
ス
テ

ム
」）
が
本
格
実
施
さ
れ
て
か
ら
１
４
年
目
、
評

価
結
果
の
賃
金
リ
ン
ク
か
ら
１
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
度
に
は
、「
シ
ス

テ
ム
」
の
「
改
定
」
を
目
的
と
し
た
「
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
導
入
も
強
行
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
学
校
現
場
で
は
、「
育
休
明
け
を
口

実
に
Ｂ
評
価
と
な
っ
た
」「
校
長
が
代
わ
っ
て
評

価
が
下
が
っ
た
」
等
、
評
価
に
対
す
る
不
満
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
自
己
申
告
票

の
書
き
直
し
を
何
回
も
求
め
ら
れ
た
」「
意
味
も

無
い
数
値
目
標
の
設
定
を
強
要
さ
れ
た
」
等
、

教
職
員
の
や
る
気
を
失
わ
す
よ
う
な
管
理
職
の

押
し
つ
け
や
、
賃
金
リ
ン
ク
に
対
す
る
怒
り
の

声
も
充
満
し
て
い
ま
す
。
府
教
委
が
「
シ
ス
テ

ム
」
の
目
的
と
し
て
い
る
「
教
職
員
の
意
欲
向

上
・
資
質
向
上
」「
学
校
の
活
性
化
」
と
は
程
遠

い
状
況
で
す
。 

今
年
の
６
月
１
５
日
に
行
わ
れ
た
、
府
労
組

連
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
府
教
委
は
、「
シ
ス
テ

ム
」
の
廃
止
・
撤
回
を
求
め
る
私
た
ち
の
要
求

に
対
し
て
「
平
成
２
９
年
度
は
、
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
さ

れ
た
意
見
も
参
考
に
よ
り
良
い
制
度
に
な
る
よ

う
取
り
組
む
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
こ
の
回
答
を
受
け
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。 

 今
回
実
施
さ
れ
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要 

府
教
委
は
、
今
回
実
施
す
る｢

『
教
職
員
の
評

価
・
育
成
シ
ス
テ
ム
』
に
関
す
る
教
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査｣

（
以
下
、「
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」）

の
概
要
に
つ
い
て
、
大
障
教
・
大
教
組
に
対
し

て
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。 

●
「
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
対
象
者 

①
評
価
者(

校
長
・
准
校
長
等)

全
員 

 

１
０
９
７
人 

②
被
評
価
者(

無
作
為
抽
出
に
よ
る)

 
 

６
千
人
（
府
立
学
校
２
千
２
２
０
人 

初
任
者
を
除
く
） 

 

●
「
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施
方
法 

 
 

①
概
要 

 
 

 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
受
託
業
者
が
開
設
し
た
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
に
対
象
者
が
各
自
で
ア
ク
セ

ス
し
て
回
答
す
る
。 

 

     
 

②
実
施
期
間 

２
０
１
７
年
８
月
１
日
（
火
）
か
ら
８

月
３
１
日
（
木
）
ま
で
の
日
程
で
行
う
。

③
実
施
の
流
れ 

１
．
受
託
業
者
は
、
８
月
１
日
に
対
象

者
の
業
務
用
個
人
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
「
案
内
文
」
を
配
信
し
、
対
象
者

ご
と
に
ア
ク
セ
ス
用
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
配
布
す
る
。 

２
．
教
職
員
は
、
自
身
が
対
象
者
と
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
業
務
用
個

人
メ
ー
ル
に
よ
り
確
認
す
る
。 

３
．
対
象
者
と
な
っ
た
教
職
員
は
、
各

自
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
は
職
務
と
し
て
実
施
す

る
が
、
回
答
者
が
誰
で
あ
る
か
の
特

定
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
校
長
・
准

校
長
に
も
対
象
者
名
を
伝
え
な
い
。 

４
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
は
、
受
託
業

者
が
実
施
す
る
。 

 

教
職
員
の
批
判
を
真
摯
に
聞
く

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を 

実
施
さ
れ
る
「
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
主

な
設
問
は
裏
面
の
通
り
で
す
。
府
教
委
は
、
２

０
１
０
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
の

比
較
を
行
う
た
め
、
前
回
と
同
じ
設
問
を
含
ん

で
い
る
と
し
ま
し
た
（
裏
面
下
線
部
参
照
）。
ま

た
、
「
１
属
性
（
２
９
年
３
月
末
時
点
）
」
以
外

の
設
問
に
つ
い
て
は
、
無
回
答
で
も
次
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
答
え
ら
れ
る
設
問
だ
け

に
回
答
す
る
こ
と
も
可
能
と
説
明
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
「
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
「
シ

ス
テ
ム
」
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
前

提
と
し
た
設
問
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
教
職

員
か
ら
の
批
判
を
真
摯
に
聞
く
内
容
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、「
シ
ス
テ
ム
」
の
「
改
定
」

の
た
め
に
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
導
入
し
た

こ
と
の
是
非
を
問
う
設
問
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、「
評
価
結
果
の
給
与
反
映
を
ど
の
よ
う
に
改

善
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
設
問
に
は
、「
賃
金

リ
ン
ク
を
無
く
す
べ
き
」
と
意
思
表
示
が
で
き

る
選
択
肢
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

大
障
教
は
、
こ
う
し
た
「
教
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
内
容
の
変
更
を
求

め
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、「
賃
金
リ
ン
ク
撤
回
」
や
「
数
値
目
標
押
し

つ
け
反
対
」
な
ど
、「
シ
ス
テ
ム
」
の
根
本
的
矛

盾
に
つ
い
て
教
職
員
の
意
見
を
リ
ア
ル
に
聞
く

姿
勢
が
重
要
で
す
。
大
障
教
は
、
「
シ
ス
テ
ム
」

の
廃
止
と
、
賃
金
リ
ン
ク
の
撤
回
を
求
め
て
、

引
き
続
き
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。 

府教委｢『教職員の評価・育成システム』に関する教職員アンケート調査｣を実施 
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府
教
委
は
７
月
１
８
日
、｢

『
教
職
員
の
評
価
・
育
成
シ
ス
テ
ム
』
に
関
す
る
教
職
員
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
（
依
頼
）｣

を
、
府
立
学
校
の
校
長
・
准
校
長
宛
に
通
知
を
発
出
し
、

大
障
教
・
大
教
組
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 
大
障
教
ニ
ュ
ー
ス
号
外 

「システム」を廃止し、賃金リンクを撤回せよ！ 

子どもの成長を願う、教職員のチームワークを壊すな 



 
 

 
教職員の評価・育成システムに関するアンケート（主な設問） 

下線部は前回アンケートと同じ設問 

１属性（２９年３月末時点） 

 （１）校種 ①小学校・義務教育学校前期課程 ②中学校・義務教育学校後期課程 

       ③高等学校 ④支援学校 ⑤教育委員会 

 （２）年代 ①１０～２０代 ②３０代 ③４０代 ④５０代 ⑤６０代 

 （３）職種 ①教育職 ②教育職以外 

２自己申告表 

 （１）自己申告票が仕事の成果の把握や目標の達成に向けて取り組むことに役立っていると思いますか。 

  ①とても役立っている ②役立っている ③あまり役立っていない ④全く役立っていない 

 （２）自己申告票の記載内容をどのように改善すれば、目標の共有化や目標達成状況の確認・把握に一層役

立つと思いますか。【当てはまるものをすべて選択】 

  ①目標達成のスケジュールの明確化 ②目標達成に向けた具体的な取組みを記載 

  ③職務の達成目標の数値化 ④目標の重要度、優先順位を記載 

３授業アンケート 

 【Ｈ２８年度に授業を行った教員のみ回答】 

（１）Ｈ２８年度の生徒・保護者による授業アンケートの結果を特にどのような授業改善の取組みにつなげ

ましたか。【当てはまるものをすべて選択】 

  ①授業計画 ②教材活用 ③授業展開 ④学年（会）での研究改善 ⑤教科（会）での研究改善 

⑥研修（校内等） ⑦その他（自由記述） 

 【小学校・義務教育学校（前期課程）のＨ２８年度に授業を行った教員のみ回答】 

（２）小学校・義務教育学校（前期課程）の授業アンケートは、児童の発達段階を考慮し、児童に直接問う

のではなく、保護者を通じて授業に対する児童の受け止めを問うこととしています。 

授業アンケートを踏まえた教員評価の仕組みのより一層の充実・改善を図るためには、どのようにす

べきと考えますか。 

   ①保護者を通じるのではなく、児童に直接回答を求める  

②低学年は保護者を通じた回答、高学年は児童が直接回答など、児童に直接回答を求める対象を限定する 

③現行どおり 

７システム全体 

評価・育成システムは、教職員が学校目標を共有し、その達成に向けた個人目標を設定して、評価を通じて

教職員の意欲・資質を高め、学校の教育活動等を充実させるとともに、校内組織の活性化を図っていくこと

を目的に実施しています。 

 （１）評価・育成システムは、学校目標の共有につながっていると思いますか。 

  ①よくつながっている ②つながっている ③あまりつながっていない ④全くつながっていない 

 

 

 （２－１）評価・育成システムは、意欲・資質能力の向上につながっていると思いますか。 

  ①よくつながっている ②つながっている ③あまりつながっていない ④全くつながっていない 

（２－２）【「①②つながっている」とした大きな要因を最大３つまで選択してください。】 

  ①評価・育成システムを通じて評価者から認められたこと ②開示面談における丁寧な評価理由の説明 

  ③面談における、今後、伸ばすべき点や職務上の十分なアドバイス  

④面談を通じた評価者との十分な意思疎通 ⑤評価結果の影響を受けての意欲の変化  

⑥評価結果の給与反映 

（２－３）【「③④つながっていない」とした大きな要因を最大３つまで選択してください。】 

  ①評価・育成システムを通じて評価者から認められなかったこと 

 ②開示面談における評価理由の説明不足  

③面談における、今後、伸ばすべき点や職務上の十分なアドバイス不足  

④面談を通じた評価者との意思疎通の不足 ⑤評価結果の影響を受けての意欲の変化 

⑥評価結果の給与反映 

（３）評価・育成システムは、教育活動等の充実及び学校の活性化につながっていますか。 

  ①よくつながっている ②つながっている ③あまりつながっていない ④全くつながっていない 

８給与反映 

２８年度評価結果の２９年度給与への反映状況（４５歳高等学校等教諭のモデル例） 

・勤勉手当 上位区分への配分原資は１回あたり国並みの 0.03月としています。 

１回あたり Ａ＝３９２．７０４円 

ＳＳ＝Ａ＋１２.２万円、Ｓ＝Ａ＋６.１万円、Ｂ＝Ａ－２.４万円、Ｃ＝Ａ－４.８万円 

・昇給 Ａ以上＝４号給、Ｂ＝２号給、Ｃ＝昇給しない 

（１）がんばった人とそうでない人に給与差を設けるのは適当だと思いますか。 

  ①そう思う ②そう思わない 

（２）評価結果の給与反映は、意欲や資質能力の向上につながっていると思いますか。 

  ①よくつながっている ②つながっている ③あまりつながっていない ④全くつながっていない 

（３）あなたは評価結果が給与に反映され、どのように思いましたか。※被評価者として回答。 

 ①がんばりが報われたと思った ②より一層、頑張ろうと思った ③当たり前だと思った 

 ④特に何も思わない ⑤昨年より給与が減り、意欲が低下した ⑥意欲が低下した 

（４）教職員の意欲を向上し、組織の活性化を図るために、評価結果の給与反映をどのように改善すればよ

いと思いますか。【当てはまるものをすべて選択】 

①現状のままでよい ②給与反映のメリハリを大きくする ③給与反映のメリハリを小さくする 

④評価結果が上位(SS・S)の場合のみ給与を更に上げる  

⑤評価結果が下位(B・C)の場合のみ給与を更に抑制する 

９システムについての意見 自由記述【１０００文字】 

 


